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Summary
　It　is　often　said＃hat，　in　spite　of　its瓢elodramatic　eleme鷺ts，　Norris’s　McTeagzt6　is　the　best
example　Gf　French　natura1量sm　in　American　1圭tera撫re．　This　paper　intends　tQ　shew　that，
becai‘se（ゾthe　melodramatic　elements，　the　novel　can　fairly　be　called　the　best　example　of
American　naturalism，　by　dlscuss三ng　the　collflict　of‘‘natura圭istic”w量£h‘‘pastora｝”images　of
nature　i1ユMcTeague．
　フランク・ノリス（Frank　Norris）のゼマクティーグ』（Mc　Teagtte，1899）がアメリカ文学
における自然主義の代表作であることは，もはやここで書い立てるまでもない文学史の常識にな
っている。この小説の自然主義性について議論することは，これまでにすでに多くの人によって
なされた発言をくりかえすばかりであるだろう。だが，このk然主義小説がどの程度までにアメ
リカ的であるか，という点になると，まだかなり考え蔵す余地がありはしないだろうか。　「アメ
リヵ熱然主義小説」という『マクティーグ』のラベルは，これまでもっぱら隙然主義」に下線
がひかれていたといえようが，僕としては「アメリカ」という但し書に焦点をあてたいと思うの
だ。
　というのも，『マクティーグ』に関して，あまりにもそのフランス性を強調する傾向が強すぎ
はしなかったろうか。この作贔が「偶然と環境と食欲という原始的な情熱のために破滅に追いや
られる素朴な人間についての詳細な物語」であって，　「フランス自然主義の最良の実例」（1）であ
ることがしばしば指摘される。そこには「ゾラや大陸の自然主義者を思わせる見事な場西」（2＞が
ふんだんに描きこまれている，と主張する論者もいれば，　「ゾラの影響はドマクティーグ藷にお
いて圧倒的であり，ノリスがゾラの自然主義的方法を土着のアメリカ的材料に応用することを意
識的に囲指していたことを示している」（3）という学者もいる。だが，その「ゾラの自然主義的方
法jと「土着のアメリカ的材料」との関係が充分にたどられたとは言えないではないか。標準的
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なアメリカ自然主義の研究書においても，もっぱら『マクティーグ』が「純粋な藏然主義への前
進」（an　advance　tOward　pure　naturalism）（4）であることが確認されるばかりであるのだ。結末
における西部鯛風のメWドラマについても，　「ノリスが理論から自然主義のロマンテ｛ックな極
端に移ったためにすぎないjとしか説明されないのだ。あくまでも「純粋な驚然主義」という観
点から，1乍昂への接近がおこなわれている，という印象は拭いがたいのである。
　アメリカ藏然主義を考えるにあたって，このようにゾラ流の「純粋な1皇1然主義」という概念を
もちこむことは，審こそあれ俺の役に立つものでもない。これはなにもノリスにかぎったことで
はなく，アメリカ最初の慈然主義小説といわれる罫マギー』（Maggie，1893）の窪者ステ”i一ヴ
ン・クレィン（Stephen　Crane）の場合さえも，　「純粋なEl三i然主義」が見当らないという理由か
ら，その「自然主義性」を否定するという批評家さえあらわれるに至るのである。⑥その逆に，
「純粋な§然主義」を求めるあまり，それに当てはまらない要索は余計な爽雑物として切り捨て
られることになる。さきに引用した文学突家が「ウエスタン厨のメロドラマの瞬謬1にもかかわら
ず」という但し欝をっけた上でギマクティーグ。1を1フランス勲然主義の最良の実謎と壽いて
いたことを忘れることができないのだ。
　事実，罫マクテa一グ』という作品は，主人公が妻1・リナ・ジープ（Trina　S三eppe）を殺害し
て，サンフランシスコから逃げ幽すあたりから，調子が一変するのである。たしかにそれはFウ
エスタン風のメロドラマ」にちがいないが，この場顧を例外的に取りま及いながら，小説密体は
「フランス自然主義の最良の実例」というのは，いかにも身勝手な発欝ではないのか。　「純粋な
｝整然主義」からみて異質の要素があるとすれば，そしてなおかつ罫マクティーグ涯をアメリヵに
おける藍撚主義の代表作と認めるつもりであるならば，ゾラ的な方法では劇り切れない「不純」
な1三1然主義の存在をむしろ表擁1にひき出すべきではないのか。アメリカ自然主義の「不純さ」を
こそ僕は主張したいのである。いずれにしても，そういう立場からギマクティーグ』を読むかぎ
り，結末の「メロドラマ」は決して異質な要素と兇なされるべきではない。アメ！l力自然主義小
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説］一マクティーグ諺の欠くべからざる重要な部分であり，作撮全体の主調と完全に一致している
ことが明らかになってくるのである。
　まず，そのためには「純粋な自然主義」とアメリカ的状況の交錺に園を転じなければなるま
い。ギマクティーグ。1が出版されたのは1899年であったが，趨時の一般読者大衆に受ける道理は
なかった。というのも，ここで書き加えるまでもないことだが，「自然主義」における「霞然観」
ははなはだしく決定論的であった。人間は弱肉強食の掟にさからうことはできず，自然は無関心
のみならず，人間に対して敵惹さえ抱きかねない。fj然主義が人闇を環境と遺伝に支配される動
物とみなしたのは鷹知の事実なのだが，結局のところ，その自然観が「E－IS2〈を生きた，肉体のあ
る実在（a　living，　incarnate　entity）と考える伝統的で，ロマンテaックで，象徴的な見解」（6）
の否定という形をとっていることは明らかである。だが，同時にまた，そのような「伝統的な」
晃解こそは，アメリカ人にもっとも土蓄的な鼠然観であったことも忘れてはならない。アメリカ
人の癒然に対する態度がきわめて楽観的であり，酪然と一体化し響るときはじめて幸禰になり得
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るという考え方が強く根をはっていることは，すでに多くの人が指摘している事実である。19世
紀末から20世紀にかけてのアメリカの読者が愛読した大衆小説に，そのような土着の「自然観」
がはっきり描かれていることから考えて，それと対立的な「自然観」に基づく『マクティーグ」
が不評であったのも当然のことであったと雷えるかもしれない。
　1900年代初頭のベストセラーに，J．　D．ハート教授のいわゆる「幸福小説」（happiness　ngvels）
がある。　rシロップのようなペーソス」や「楽観主義」にあふれた三流小説にちがいないだろう
が，のこの種の「幸福小説」をアメリカ大衆が喜びむかえたという事実は，アメリカ固有の「露
然」観を考える上に，恰好の資料を礎供してくれるように思われる。たとえば，1903年にベスト
セラーになったK．D．ウイギン夫入（K　D．　Wiggin）の『サニーブノレック農場のレベッカ』（Re－
becca　of　Sunnybrook　Farm）では，レベッカと呼ばれる少女が未亡人の母親を助けて，苦し
いながらも明るい微笑を忘れないという典型的な家庭小説，欝定的な少女小説にほかならないの
だが，作儘の舞台が牧歌的な田園であることに注意したい。レベッカをとりかこむのは「川の美
しさ」（the　beautyof　the　river）であり，　r滝の奔流」（the　dashing　torrent◎f　the　fall）は彼女
の認をひきつけずにはおかない。　「育い空と緑の岸べの美しさを衷爾にうつした鏡のような湖」
にも事欠かぬ。春夏秋冬，12i然の驚異と親しむ彼女は，　「レベッカのように美とハーモニーに緻
感な子供」と呼ばれるにふさわしい。この小説がハッピーエンドでおわることは欝うまでもな
い。あるいはG．ストラトッ1・ン・ポーター夫人（G．Stratton－Porter）の『そばかす』（Freck－
les，1904）をとりあげてもいいだろう。5年聞で70万部を売りつくしたという作編だが，ここ
にもまた窟然の子が登場している。主入公はみなし子で，片腕のない不幸な少年なのだが，Kン
デaアナの原始林で宰揺な生活を営んでいるe孤児院で購にできないほど孤独であった」（He
had　been　unspeakably　lonely．）少年が，求めつづけていた「創IJと「愛」とを手に入れて
　「素福3になる。魯然との一体感を味わうことで，　「幸福」に感じ，　「わきあがるような喜び」
（welling　loy）を感じるというのであるから，この作品の霞然観が楽観的で，一点のくもりもな
い肯定的なものであることは容易に認められるだろう。こうした大衆小説において，　「自然の撤
界」（the　world　of　nature）カs「アルカディア的な」姿を見せ，生活に疲れ果てた読者たちが
　「異鴬なまでに牧歌的に愚われる子供時代につれもどされた」（8）ように感じた，というハート教
授の発言は，充分に納得できるのである。
　だが，こうした「牧歌的」な臼然の世界こそ，自然主義的な自然観が否定してやまない世界で
あったことは，すでに触れておいた。一体，こうした「麟然の世界」への浸入には，否定されね
ばならぬ何があるというのだろうか。ゼサニーブルック農場のレベッカ』の場合，レベッカの母
親の住む農場が「新しい鉄道」（the　new　railroad）で買い上げられ，そこに停華場ができること
になり，6000ドルの代金で農場の抵当が支払われることになる。だが，このハッピーエンドは，
なんとしても“deus　ex　machina”という印象を拭いがたい。レベッカが幸福になることができ
るのは，　「自然の世界」にひたりきっているときのはずであった。にもかかわらず，その世界に
黒々とした鋼鉄の姿をあらわすはずの「鉄道」で問題が解決されるとは。彼女は「秋の風鑑」
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（the　autumn　landscape）を眺め，「馬車の響き3（the　rumble◎£　wagon）に耳を傾けながら，
f感謝と平和の広やかな気持」（awide　sense　of　thallkfulness　and　peace）につつまれるのだ
が，その囑刺がやがてr鉄遂」にとってかわられ，　r秋の風景」が破壊されることに気づい
ていない。
　このことは侮を物語っているのか。　「鉄道」と能｛然の世界」とは浜詮，同居し得ない対立的
な二っの力のはずではないのか。　「鉄道」が文明の利器であることを認めるとしても，これが田
園風景を破壊することもまた事実である。サニーブルック農場を鉄道がかけぬけることは，その
ままレベッカの世界の破壊であったはずだ。逆に，　「鉄道」をしめ出すことは，　「農然の撮劉
を無傷に保つことを意味するが，女主人公の不幸を取りのぞくことはできぬ。　「臨然の世界」を
温存しながら，同時に「鉄道」の恩恵にあずかる一この不燭能な願望を楽々と実践したところ
に，この小説の大衆性があったといえるし，「幸禰小説」の限界を認めることができるのである。
　いずれにしても，こうした「幸福小説」がベストセラーになったのは，そこに牧歌的な自然観
がうたいあげられていたからに他ならぬ。と闘時に，こうした小説が大衆に受けた事実は，アメ
リカ入のオプティミズムを雄弁に物語っているとも考えられる。根本的なアメリカの矛懸に囲を
とざした態度といってもいいのだが，こうした時点に臨然主義が登場したのも決して繕然ではな
い。　r1890年代から1900年の初めにかけてロマンティックな夢やヴィクトリア朝風の小ぎれいさ
や逃避は徹底的な変革をうけた」（9）というのも，ほかならぬ自然主義的な傾向のせいと考えてい
いのだが，『マクティーグ』のもっ重要性が浮ぴあがってくるのは，こうしたアメ，リカ的状況に
おいてではないだろうか。
　ノリスの『マクティーグ』の場含，センティメンタルな牧歌趣味など，作品の蟹頭から完金に
しめ出されている。謙題にも「サンフランシスコの物語」とある通り，これはあくまでも都会の
物語であって，そこにはロマンティックな自然風景の描きこまれる余裕はない。たしかに，主人
公マクティーグには，およそ都会的なセンスとは無関係な泥くささがただよっている。彼は「若
い巨人」（ayQung　glant）であり，　「典常に強く，愚かで温順で素直なところは，総じて駄馬を
思わせた」　（石田英二・井上宗次訳）と作者は書いている。　「貧乏で粗野な，ポーク通りの歯医
者，愚鈍で，無智で，野卑で，まやかしの教育を受け，卑俗な趣味を持ち，その唯一の気晴らし
は食べることと，生ビールを飲むことと，そして彼の乎風琴を弾くことだけである男」という説
明を読めば，読者としては都会の空気と無縁な人間のイメージを思い浮べざるを得ないのだ。
　だが，彼の環境はどうであったのか。ノリスは第一章を「西部独特のあの十字街の一っ」の描
写についやしているのだが，地方都市さながらの混雑ぶりにちがいないとはいえ，そこに描きこ
まれているのは，大都会のYパノラマ」にほかならぬ。すくなくとも，それはマクティーグの成
長した「プラサー郡の北斗鉱山」とはくらべものにならない世界である。こうした環境に投げこ
まれた主入公の変貌ぶりを綿密にたどってみせた小説，といえば，『マクティーグ』の「実験小
説」的な性格がうかびあがってくるにちがいない。登場人物をある環境に投げこんで，そこでの
露然な姿を克｝男にたどるのが，ほかならぬ難然主義の理想ではなかったか。
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　いずれにしても，こうした都会生活にパストラルな夢の生きのびることはできない。というよ
りも，作者自身ひたすらそうした理想の否定に熱中しているといっても過言ではあるまい。マク
ティーグがトリナ・ジーペを愛しはじめ，　卜種の強い落養いた気持でトリナと一緒にいること
を楽しみ，彼女がそこでいることで盲目的な幸福を感じた」と説明される。この彼の「最初のロ
マンス」をノリスがギ最初の牧歌」　（his£irst　iδy｝）と呼んでいるのは，きわめて興味深いとい
わねばならぬ。というのも，この「最初の牧歌」が経験されるのが，あの都会の片隅でのことで
あったことを忘れることができないからだ。マクティーグがトリナと「瀕科医院」ですごした時
閥は，きわめて皮肉なことに，　「治療器具の触れ合う音と，歯科飛エンジンについている蕾状バ
ー の磁調な稔り」のほかはf物音一つ」なかったというのである。さらに「エーテルとクレオソ
ー トと，徽臭い寝異の匂いとで重苦しくなった悪い空気」のなかでの「牧歌」であることも強調
されている。ここでの「器具」（instruments）とか「エンジン」（engine）とかいったイメージ
は，そのまま　「滋科医院」の窓から舞える　「鋼索鉄道の灘大な発電所」（the　huge　power－house
of　the　cable　line）や，　「車輪の響」（the　rat｛；le　of　wheels），　「ケーブルカーのガタゴトという
璽々しい音」（the　heavy　trundling　ot　cable　cars）などを思い起さずにはおかない。それは単に
都会の雰臨気というよりも，どこか工場の騒音と機械のひややかさを思い出させるところがあ
る。こうした噛科隆院」の雰閥気に「月夜の晩に，内緒で約束してこっそり落ち逢うあの魅力
のすべて」（all　the　charm　of　secret　apPointrnents　and　stolen　meetings　under　the　moon）が
あったとノリスは記している。たしかにマクティーグの「最初の牧歌」にふさわしい舞台といえ
ば「月夜の晩」にほかなるまいが，もはやそうした「魅加は「悪い空気」のなかにしか見出し
響ない，というのが作者のひそかな主張ではあるまいか。「都会」と「牧歌」，「エンジン」と「月
夜ゴとを並列させることで，作者は巧妙に「牧歌」や「月拠がいかに非現実k勺な夢であるかを
語っているのだ。
　こうした奇妙なコントラストは，第5章の結末近くによりはっきりと認めることができる。こ
こではマクティーグとトリナとが「散歩」をしている場癬が鐡かれているのだが，その背景が
　徽歌」にふさわしくないものであることに注意せねばならぬ。二人は「B遍りの停車場」の近
くで，　「泥堤の端の鉄道の路盤に腰を下ろし」て，　「戸外の空気と，海水の沼と，はるかな海の
眺めを楽しみながら，景色の一番いい所に座を占めた」と書かれているが，一体それはどのよう
な「景色」（landscape）であったろうか。　「鉄道線路」のむこうには「サンフランシスコ湾の汚
い泥の庫」があり，近くの「干潟は一面に針金のような草で蔽われており，ところどころ大きな
燈黄色の汚点で奇妙に色極せていた」と説明されている。　「鉄道線路」のもっている鋼鉄のKメ
ー ジはもちろんとして，　「針金のような草」（wiry　graSS）というのも自然と入工の奇妙な結合
といえそうだし，緑色であるべき草が「大きな櫨黄色の汚点」（enormous　stains　of　orange
yel圭ow）で変色しているのもなにやら不自然な感じを与えずにはおかない。
　　ここに描き出されている「風景」には，なに一つとして牧歌的な自然を思わせるものはないの
だ。目繭の風景は「葉巻の広告」でさえぎられ，それすらも「泥の中によろめいて」いる。B通
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りは「幾何学的直線」をなして干潟を横切り，　「閥毎に錯金をわたした，高い列柱（afile　of
ta｝i　poles　with　intervening　wires）」がその道に沿っているというのも，さきのr針金のような
草」というイメージに直結する。しかも，「支柱と横木のある鉄の竃雛」が「どう冤ても，後
足で立ちあがっている臣大な鰹のようであった」　（looked　for　all　the　world　like　an　immense
grasshopper　on　its　hind　legs）というのはどうだろうか。「鉄の電！lll三」という文明の利黙を形容
するのに，　「置大な蝶」をもちこむというのは。さきに臼然物のザ草」が「針金涯という異質の
イメ～ジで提出されていたのと反対に，ここでは臼然のイメージたる「蝶」がまさしく「蜘の
r彪柱」の携出に活絹されている。　「自然」と「文明」のイメージの混簸という点では，さきの
「爵科髭ミ院」の場面と闘じであり，ここでもまた牧歌的世界にかわる都会の意味がくっきりと浮
ぴあがってくるように愚われるのをどうともしがたいのだ。
　このあと「ガス工場の巨火な赤轟色のタンク」や「鋳物工場の煙突と仕事場」，「黒々と長く連
なっている泥の堤」などが描きこまれる。　「打揚げられた海草と水垢とのまざり合った奥」もた
だよってくる。　「遠くのほうに菟える紙1羅拾いの姿以外は，入っ子一入見えなかった。」文字遜り
にいかにも殺風景であるのだが，これが現代的な「風景」であることを認めねばなるまい。そこ
にマクティーグの「最初の牧歌」を麗くとき，僕らは作者の皮肉な隈を感じざるを得ない。い
や，ノリスはさらに決定的な場醸を溺意している。マクティーグが「巨大な両碗に」トリナを抱
きしめたとき，「噸、えるような物音」（aroar）とヂ大地の軋1）　j（a　jarring　of　the　earth）がい
きなり接近してくる。　「蒸気と熱した空気」（steam　a磁hot　air）力豊二人のそばを逓りぬけるの
だが，　「それは大陸横断の途上にあるオーヴァランド鉄道列灘で，燈々たるヘッドライトを閃か
せていた」と窪者は書いている。マクテ，f一グの恋が「月夜の晩1ならぬ「ヘッドライト」のも
とで成就するというのも滑稽な話にはちがいながい。それにしても「最初の牧歌」と「鉄道列
箪」の並列が与える印象は強烈でないか。というのも，レオ・マ～クス教授が指摘するように，
r鉄道」こそは「牧歌的な満足感のファンタジーへの突然でショッキングな侵入者」としての役
劇をアメリカ文化において背賛わされているのであり，　f鉄遂」は「風景に附与されてt、るやさ
しく，女性的で服従的な姿勢に対立する，がさつで，男性的な攻撃的な感じと連想される」⑩か
らである。『マクティーグ』における「鉄道」は，すでにはっきりと描きこまれている「がさつ
で男性的な」　「風景」のもつ破壊的な要素を，より一暦強化するのに役立っている。そこでは，
酪然を人間生活と密接な関連をもつ有機体とみなす自然観は，完全に否定されていると言いかえ
てもいいのである。
　僕としては『マクティーグ』における主人公の没落ぶりを追いかけることに興味はない。マク
ティ～グが環境と遺伝に支配されて行くプmセスに，際然主義的な決定論を読みとることはやさ
しい。この小説が「善畏な人間（an　innocent）の破滅」を記録しているというのは蕉しいし，
そこに「文明は堕落していて，その悪はもっと単純な環境であれば善良であり得た人間を漿落さ
せ破滅させる」（il）という主題を読みとることも自由である。たしかに『マクティーグ譲は「サン
フランシス＝」の物語にほかならないのだが，この主題と作編の結末とをどのように麗係づける
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ことができるだろうか。僕が最初に指摘しておいた「メmドラマ」部分の検討がいよいよ必要に
なってきたのである。
　というのも，トリナを殺害したあと，マクティーグはサンフランシスコを逃れて，少年時代を
すごした「北斗鉱山」にもどってくる。　「一逓閥と経たぬうちに，彼はすっかり落着いて，まる
で，そこにずっといたような気持」になったと説明される。そこでの「生活は，歯医者にとっ
て，この上なく楽しいものだった。静かな，巨大な山々は，帰って来た放蕩息子のように，彼を
再び迎え入れ」たのである。かっての都会生活の影はすこしも落ちていないかのようである。
「静かな，巨大な山々」は，　「巨大な蛙」や「鋭金のような草」で象徴されていた不毛な都会生
活とはちがった，牧歌的な生活の可能性をあらわしているのではないか。いや，死の谷での決斗
場面をも含めて，ここにヂもっとも素朴な鵬然虚への憧れと活力主義」がうかがわれるという
冤方もなり立つかもしれない。　「息蕃しい都会の，いわば決定論的な雰囲気の申から，野性さな
がらの1”　9然語のなかにたちもどった主入公は，にわかに生気をとりもどす」（12）というのは，佐
伯彰～氏の箆解であった。
　たしかに，マクティーグが帰ってきた世界は「かってのトロッコ押しの少年」（the　old－time
car－boy）が慰いのままに行動することのできる世界であった。歯医者になるなどという「野心」
にとりっかれる以前の少年時代にもどるというのも，都会の喧騒につき合わされたあとだけに読
者にあたえる邸象は強烈である。しかも，このカリフォルニヤのプラサー郡には「離大な測りし
れぬ生命力」があふれ，　r太古の蹴大な力」が貯えられていて，　「地域金体が野生的であった」
（The　entire　regi◎n　was　untamed．）という作者の感想も忘れられない。この山の申にはいりこ
んで行く主人公が，「炎然何かを思い出したかのように」立ち止まったり，「満足したようにう
なずいた」（McTeague　nodded　his　head　as　if　satisfied．）りするたびに，撲らとしては「巣箱
に帰る鳩のように真直ぐに，癒醸的な，なんとも理窟を超えた本能にしたがってjいるマクティ
ー グを受け入れずにはいられない気持になってくる。みずからのいるべき安住の地を晃出した人
聡，という即象は否定できないのだ。
　だが，ノリスは決して主人公が都会の「悪い空気」からうまうまと脱出し得たなどとは書いて
いない。事実，一晃いかにも平和で，マクティーグを抱きかかえてくれるかに毘える「自然」す
らも，「野蛮で，不機嫌で堂々としていながら，人問に対しては冷淡である」（savage，　sullen，
and　magnificently　indifferent　to　man）と説明されている。さらに，主人公が「死の谷」に逃げ
こんだときにも，作者は維｛然」のもつ破壊的な要素を強調している。「死の谷」（Death　Valley）
とい．う名前そのものが，そのことを物語っているともいえよう。　「プラサー郡の大きな山々は，
人間に対しては金く何の関心をも持っていなかった。が，この恐ろしいアルカリの湖沼は，公然
と，そして容赦なく，邪な悪意を示していた」（openly　and　unreservedly　iniquitous　and　malig－
nant）と作者は記している。「無関心」であるばかりか「邪な悪意」を示している「自然」一
これが自然主義的な「自然」にほかならないとしても，こうした「風景」がそのまま「巨大な蝶」
や「針金のような草」ばかりの都会の「風景」と表裏一体をなしていることに目をとめねばなら
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ない。
　ここでもう～度，マクティーグを「放蕩息子」のように迎えてくれた「臼然」にたち帰ってみ
よう。そこで彼が「すっかり落養いて」しまったことは，すでに触れておいたが，実はすでに彼
が「この巨火な1－Ll々」に近づいていたときから，　「揚鉱機（stamp－mil1）の長く引いた震のよう
な音」が聞こえ，隔大な怪物ともいうべき圧砕機」が「長い鉄の歯で岩石も粉々に噛み砕」い
ていたのである。　「地域全体が野生的」とはいいながら，そこには「機械」の侵入が，ノリスの
雷葉でいえば「バーリー式ドリルの力強い攻撃」（the　powerful　attacks　of　the　Burly　driils）が
加えられているのであった。マクティーグはそこでの鋤活を「この上なく楽しい」と愚いはする
ものの，「由々の生きて動いている音」を聞くことができるのは，「時折，掲鉱機が止まり，そ
の雷のような音が俄かに止む」ときにかぎられている。彼が「無限にひろがっている風景全体」
（the　whoie　immense　landscape）から聞こえてくる「生きて脈打っている無限の大きさをもっ
た怪物の患つかい」（the　breathing　of　an　infinitely　great　monster，　alive，　palpitating）を耳にす
ることができるのが，　「機械」の「力強い攻撃」が休止したときだけというのは，いかにも皮肉
なことではないのか。彼の牧歌的な幸福感は，圧砕機のような「巨大な怪物」が眠っているとき
にだけ珂能になるのであるが，その「置火な怪物」が「過度の，阻大な食食の象徴」（symbol　of
inordinate　and　monstrous　gluttony）であるのみならず，現代の機械文明の「象徴」であること
も認めねばなるまい。
　こう考えてくると，マクティーグの幸幅な自然のなかでの生活，～見平和にみえる「プラ｛±　一一
郡」での生活は，実は1サンフランシスコ」での生活のくりかえしであることが判開するのでは
ないか。　「最初の牧歌」が「歯科用エンジン」のうなりの中で経験されたのと岡様に，彼のいま
の幸福は「鷹大な怪物」と背中あわせになっている。　「巨大な蝿」のいる「風畏」を「大陸横断
列車」がかけ抜けたように，ここの「無限にひろがっている風景全体」にも「雷のような膏」が
ひびきわたっている。鉱山の仕事をしているマクティーグが「今の仕事と，捨てなければならな
かった歯医者の職業との間に，似通った点がある」のに気づくというのは，いかにも興味深い。
「歯科医院」での仕事がいまは「単に拡大され，恐ろしく巨大なものになり，歪められ，グロテ
スクにされたに過ぎない」と感じるのだが，このことは彼の「牧歌」がサンフランシスコでも，
プラサー郡でも実現不可能の夢であることを，象徴的に物語っているのではないか。いずれの
「風景」にも機械文明が濃い影を落としているのである。
　このことを決定的に裏付けているのは，ギマクティーグ』の結末における「死の谷」の場面で
ある。この「巨大な風暴」（gigantic　landscape）は，さきにも：書いておいtように「邪な悪意」
をもっているとしても，そこに「機械文明」の影が落ちているとは，といぶかる読者もいるかもし
れない。そこに「小枝一つ音を立てず，虫一匹の羽音もせず，鳥一羽，獣一匹すら嚇き声や賜び
声で，その巨大な孤独の領域を侵しはしなかった」と作者が書き記しているにせよ，所詮それは
「死の谷」の不毛性を物語っているだけで，ここには「大陸横断列車」も「バーリー式ドリル」
も登場しないではないか，と反論されるかもしれない。むしろ，ライフル片手に「あの恐ろしい
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曝野の中に真鷹ぐに突き進んで行こう」とする主人公に，西部劇のヒーローの面影を見とる読者
がいても不思議ではあるまい。
　だが，僕は「死の谷」における「熱気」，　「恐怖そのもの」（athing　of　terror＞のような「熱
気」の形容にみられるイメージに，読者の注意をうながしたい。この「世界申が，一つの鷹大
な，臼も眩むばかりの輝きとなってjいる「死の谷」では，「大地」はまるで「熔鉱炉の表面」
（the　surface　of　furnace）のようになっているし，　「太陽」は「燃え切った青空にゆらゆらと
浮んでいる熔けた真鍮の円盤」（ad三sk　of　m◎1ten　brass　swimming　in　the　burnt－out　blue　of
the　sky）というわけである。その空も「熱い蕎空の真鍮のような空」（the　sky　of　hot　blue　biass）
と紀されている。さらに別の描写では「太陽」は「火の中に漂っている巨大な，灼熱せる石炭」
（avast　redhot　coal　floa甑g　in　fire）となり，「空気」は「汽船の汽罐室の申の空気」（like　that
iR　the　st◎ke－hold　of　a　steamship）という有様である。こうした一逃の比験がいずれも「死の
谷」の「熱気」を伝えるための工夫であることは僕とても認めるにやぶさかでない。だが，この
比喩は単なる装飾的なレベルにのみとどまっているわけではないのだ。
　というのも，ここにもちこまれているいくつかのイメージには共通牲がありはしないか。“fur－
nace，”“molten　brass，”“hot　brass，”“red－hot　cQal，”“fire，”“steamship”と並べてみると，こ
れらがどれも「機械力」と密接に関係のあることがわかってくるではないか。一般に“iron，”
‘‘
fire，”‘‘smoke，”‘‘furnace，”‘‘forge”などの爲乏語にまつわるイメージが　「機械化」　（industriali－
zation）と直接むすびついていることは，すでにマークス教授が明確に指摘している。　「火とテ
クノロジーとの連関牲は，プロメシュウスやヴァルカンにさかのぼるが，キリスト教的神話の一
部を形成している」（13）のである。いかにもありきたりの象徴的解釈かもわからないが，僕はノリ
スが一速のテクノロジーのイメージを「大地」や「空気」や「太陽」などの「自然物」の形容に
もちこんでいる点に注意したい。この「死の谷」の「自然」は，「その恐ろしい単調さを和らげ
る茂み一つ，小枝一つ」ないゆえに「非自然的」であるだけではないのだ。かってB通りの停車
場の「風景」に「鉄道凋車」が突然侵入してきたのと岡じ意味で，ここの「巨大な風景」にも
「機械文明」がしのびよっている。ゼマクティーグ2においては，都会といわず際然といわず，
「牧歌」の可能性は完全に閉め出されているのであり，その背後に燃えさかるテクノロジーの火
を意識せざるを得ないのだ。
　この点をもう一歩つっこんで考えてみよう。　r火」とテクノロジーとの結びつきについては上
に触れておいたが，こg「火」と「太陽」とが対立的な形で古来考えられてきたことも忘れては
ならない。しかも，その太陽は人間に生命を与える存在であり，「暖かさと光と（間接的に）生
存の本源j（14）であったのだ。太陽のさんさんと照り輝いている世界一一これが人閉の理想として
憧がれわたるエデン的世界であることは言うまでもない。ところで，　『マクティーグ』の場合，
「太陽」は「燃え切った脊空にゆらゆらと浮んでいる熔けた真鍮の円盤」であり，「火の中に漂
っている巨大な，灼熱せる石炭」と形容されている。ここにはもはや「火」と「太陽」との対立
などはあり得ない。「火」が完全に「太陽」にとってかわっているのだ。たしかに都会を，文明
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世界をのがれてきたはずのマクティーグではあったが，その彼がたどりついたのが，「太陽」な
らぬ「火」の支配する「死の谷」であったとは。この「火」のイメージは彼の運命が機械文明と
切りはなし得ないことを物語っているのである。彼が手錠で死体にしばりつけられたまま「広漠
として無限に延び拡がって」いる「死の谷」に立ちつくす幕切れのもつ意味は，そう考えてくる
ことによって，はじめて明確になるのではあるまいか。
　結属のところ，ノリスの主人公にとって，「太陽」の照り輝く「牧歌」の世界は完金に拒否さ
れている。濁瞬代の「幸福小説」にみられた幸福の夢は彼にとって単なる幻影，　ヂ死の谷」にあ
らわれる「腰気楼」も同然であった。かといって，「太賜」にとってかわった「火」の世界はま
さしく「死の世界」であって，そこでは彼は「小さな金ピカの牢獄の中で弱々しく嚇いている半
ば死にかかったカナi］ヤ」（half－dead　canary　chittering　feebly　in　its　1三磁e　gilt　priso皿）にならざ
るを得ない。　「火」によって象徴される「機械文明」から逃れるすべはないと岡時に，　「牧歌」
的世界からしめ出されたアメリカ人のイメージを，マクティーグに読みとることも可能ではない
だろうか。こうしたアメリカ的矛賑のまえに立ちつくす主人公を描きあげたところに，ノリスの
作昆の重要姓があるのではなかろうか。
　それはともかく，1純粋な慈然主義」の立場からはむしろ非際然主義的要素とみなされる「メ
nドラマ1部分も，1”マクティーグ蕊金体の切りはなせない要索であることは，ある程度まで理
解してもらえたと思う。フランス自然主義的な規範からすれば，この小説は「純粋」でないかも
しれないが，そのことは決してノリスの自然主義姓を否定する材料にはならない。僕はあくまで
も「不純な」露然主義小鋭『マクティーグ譲のなかに，アメリカ自然主義にしかみられない土着
性を読みとりたいのである。
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